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年
末
の
「
資
源
物
・
危
険
ご
み
」
は
12
月
28
日
㈬
ま
で
、「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
「
燃

や
せ
な
い
ご
み
」
は
12
月
31
日
㈯
ま
で
、
通
常
ど
お
り
該
当
す
る
収
集
曜
日
の
地
区
を

収
集
し
ま
す
。

　

年
始
は
平
成
24
年
1
月
4
日
㈬
か
ら
通
常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

　

市
か
ら
配
布
し
て
い
る
「
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
収
集
日
を
確
認
し
、
収
集
日
当

日
の
朝
9
時
ま
で
に
、
ご
み
・
資
源
物
を
出
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
は
、
12
月
と
1
月
は
収
集
回
数
を
多
く
し
て
お
り
、「
資

源
物
・
危
険
ご
み
」
は
、
年
始
の
休
業
の
た
め
収
集
日
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
地
域
が

あ
り
ま
す
の
で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

大
型
ご
み
の
収
集
と
受
付
は
、
12
月
29
日
㈭
か
ら
平
成
24
年
1
月
3
日
㈫
は
休
業
し

ま
す
。
年
末
は
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
内
の
処
理
を
希
望
す
る
方

は
、
12
月
22
日
㈭
ま
で
に
、
年
始
の
平
成
24
年
1
月
4
日
㈬
に
収
集
を
希
望
す
る
方
は
、

12
月
26
日
㈪
ま
で
に
大
型
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
（
☎
380
‐
6
0
0
0
）
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
収
集
日
は
申
し
込
み
の
状
況
に
よ
り
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
ご
み
の
直
接
持
ち
込
み
（
有
料
）

　

片
付
け
や
引
っ
越
し
な
ど
一
時
的
な
多
量
ご
み
の
直
接
持
ち
込
み
は
、
市
環
境
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
1
2
2
☎
391
‐
0
4
2
2
）

へ
、
9
時
か
ら
17
時
ま
で
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い

（
12
時
か
ら
13
時
ま
で
を
除
く
）。

　

年
内
は
12
月
31
日
㈯
ま
で
、
年
始
は
平
成
24
年
1

月
4
日
㈬
か
ら
受
け
付
け
。

◆
し
尿
の
く
み
取
り

　

12
月
29
日
㈭
か
ら
平
成
24
年
1
月
3
日
㈫
は
休
業

し
ま
す
。
年
末
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
年
内
の
処

理
を
希
望
す
る
方
は
、
12
月
16
日
㈮
ま
で
に
道
央
衛

生
㈱（
☎
383
‐
9
0
8
0
）に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

清
掃
管
理
課
☎
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‐
4
1
9
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冬
期
間
の
ご
み
・

資
源
物
の
出
し
方

◆
吹
雪
や
大
雪
の
時
は
、

　
次
回
の
指
定
収
集
日
に

　

吹
雪
や
大
雪
の
と
き
は
、
収
集
車
両
が

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
近
づ
け
ず
、
収

集
作
業
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
お
手
数
で
も
次
回

の
指
定
収
集
日
に
出
す
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

◆
収
集
日
当
日
の
朝
に

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

　

収
集
日
の
前
夜
に
ご
み
や
資
源
物
を
出

す
と
、
早
朝
の
除
雪
作
業
な
ど
の
障
害
に

な
り
ま
す
。

　

雪
に
埋
ま
っ
た
り
、
通
行
す
る
車
な
ど

に
踏
み
つ
け
ら
れ
て
飛
散
す
る
な
ど
美
観

を
損
ね
る
ば
か
り
で
な
く
、
衛
生
上
に
も

問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
の
道
路
状
況
や
、
ご
み
の

量
に
よ
り
、
収
集
時
間
が
変
動
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
や
資
源
物
は
正
し
く
分
別
し
、
必

ず
収
集
日
当
日
、
朝
9
時
ま
で
に
決
め
ら

れ
た
「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

　

収
集
終
了
後
や
指
定
収
集
日
以
外
に
出

さ
れ
た
ご
み
・
資
源
物
、
ル
ー
ル
違
反
の

ご
み
・
資
源
物
（
指
定
袋
お
よ
び
処
理
券

を
使
用
し
て
い
な
い
も
の
や
、
市
で
は
収

集
し
な
い
ご
み
）
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、

通
行
の
妨
げ
や
近
所
の
迷
惑
に
な
り
ま
す

の
で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
「
分
別
の
手
引
き
」、「
収
集

日
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
に
な
り
、
間
違

い
の
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
周
辺
の
除
雪

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
皆
さ
ん
が
自

主
的
に
管
理
す
る
場
所
で
す
。
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
周
辺
の
除
雪
は
、
利
用
す
る
皆

さ
ん
が
協
力
し
合
い
行
い
ま
し
ょ
う
。

詳
細

廃
棄
物
対
策
課

☎
383
‐
4
2
1
7

自
治
会
や
地
域
で
行
う
除

排
雪
作
業
時
の
ご
み
・
資

源
物
の
出
し
方

　

ご
み
・
資
源
物
の
収
集
日
が
、
自
治
会

や
地
域
で
行
う
排
雪
作
業
と
重
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
除
排
雪
作
業

車
や
雪
運
搬
ダ
ン
プ
な
ど
で
ご
み
収
集
車

が
収
集
路
線
に
入
れ
ず
、
収
集
が
遅
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
み
を
出
さ
な

い
よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
市
か
ら
の
お
願
い

　

こ
れ
か
ら
除
排
雪
作
業
を
予
定
し
て
い

る
自
治
会
や
地
域
の
方
は
、
事
前
に
「
排

雪
作
業
に
伴
う
ご
み
の
収
集
」
に
つ
い
て

調
整
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

詳
細

廃
棄
物
対
策
課

☎
383
‐
4
2
1
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年
末
年
始
の

�

ご
み
・
資
源
物
の
収
集



　

在
宅
医
療
の
普
及
に
伴
い
、
自

宅
な
ど
一
般
家
庭
で
医
療
を
行
う

在
宅
医
療
に
よ
り
、
注
射
器
や
点

滴
バ
ッ
グ
な
ど
の
「
在
宅
医
療
廃

棄
物
」
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
在
宅
医
療
廃
棄
物
に

つ
い
て
下
表
の
よ
う
に
取
り
扱
い

を
し
て
い
ま
す
。

　

正
し
く
分
別
を
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。減

量
推
進
課
☎
383
‐
4
2
1
1

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
願
い

　

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
家
庭

ご
み
（
有
料
）
を
自
己
搬
入
さ
れ
る
方
は

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
受
け
入

れ
で
き
な
い
ご
み
や
、
受
け
入
れ
サ
イ

ズ
な
ど
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
受
け
入

れ
で
き
な
い
ご
み
な
ど
は
、
お
持
ち
帰

り
い
た
だ
き
ま
す
。

②�

自
己
搬
入
方
法
に
つ
い
て
は
「
分
別
の

手
引
き
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③�

江
別
市
内
で
発
生
し
た
も
の
を
、
原
則

と
し
て
排
出
者
自
ら
が
お
持
ち
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④�

搬
入
車
両
が
混
雑
し
て
い
る
場
合
、
安

全
の
た
め
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
担
当
者
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

⑤�

ご
み
を
降
ろ
す
場
所
は
担
当
者
が
指
示

し
ま
す
。

⑥�

搬
入
さ
れ
る
ご
み
は
、
担
当
者
の
指
示

に
よ
り
ご
自
分
で
指
定
の
場
所
に
降
ろ

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑦�

引
っ
越
し
業
者
、
宅
配
業
者
な
ど
、
ご

み
の
収
集
運
搬
業
の
許
可
の
な
い
業

者
・
知
人
等
に
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
へ
の
ご
み
の
持
ち
込
み
を
委
ね
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は

搬
入
す
る
際
に
、
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確

認
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
㈱
エ
コ
ク
リ
ー
ン
江
別
業
務
課
）

☎
391
‐
0
4
2
2

お
間
違
い
な
く
～

「
ご
み
処
理
券
」と

「
大
型
ご
み
処
理
シ
ー
ル
」

　

指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
ご
み
を
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
際
は
、
大
き
さ
に

応
じ
て
80
円
か
160
円
の
「
ご
み
処
理
券
」

を
使
用
し
ま
す
。

　

こ
の
「
ご
み
処
理
券
」
は
、
大
型
ご
み

を
出
す
際
に
使
用
す
る
「
大
型
ご
み
処
理

シ
ー
ル
」
と
は
別
の
も
の
で
す
。

　
「
大
型
ご
み
処
理
シ
ー
ル
」
が
貼
ら
れ

た
ご
み
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
収

集
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
購
入
の
際
は
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、「
分
別
の
手
引
き
」
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.ebetsu.

hokkaido.jp/gom
i/index.htm

l

）
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

詳
細

清
掃
管
理
課

☎
383
‐
4
1
9
6

●在宅医療とは
　家庭など、医療機関以外の場所で医療処置を行うこと。
●在宅医療廃棄物とは
　在宅医療に伴って発生するごみのこと。
●在宅医療廃棄物の発生状況
①�医師、看護師などが自宅などを訪問し、医療処置を行って
発生するもの。
②�医師の指導管理に基づき、患者などが自ら医療処置を行っ
て発生するもの。

在
宅
医
療
廃
棄
物

の
出
し
方

在宅医療廃棄物の種類 ご　み　の　出　し　方

鋭利なもの 注射器、点滴針
かかりつけの医療機関（病院・診療所など）に持参するか、往診医・訪問看護師
に持ち帰ってもらってください。
針刺事故防止のため、注射器と針部は外さないでください。

市の収集に出せま
せん。鋭利ではある

が安全な仕組
みを持つもの

ペン型自己注射針

ペン型自己注射器の筒

鋭利ではない
もの

輸液ライン
輸液ラインは、液漏れのないようポリ袋に入れ、密封して市指定ごみ袋の中
に入れてください。
点滴ラインの針部は、「注射器」と同様に処理してください。

「燃やせるごみ」で
出してください。

カテーテル類 液漏れのないようポリ袋に入れ、密封して市指定ごみ袋の中に入れてくださ
い。

点滴バッグ 残液を捨て、空にして市指定ごみ袋の中に入れてください。
CAPD（自己腹膜灌流）
バッグ 袋内のものをトイレに流すなど空にしてから、衛生のためポリ袋に入れ、密

封して市指定ごみ袋の中に入れてください。
ストーマ（人工肛門）袋

紙おむつ 汚物を取り除き、液漏れのないようポリ袋に入れ、密封して市指定ごみ袋の
中に入れてください。

ガーゼ、脱脂綿 液漏れのないようポリ袋に入れ、密封して市指定ごみ袋の中に入れてくださ
い。

その他
ガラス製点滴ボトル 残液を捨て、空にして市指定ごみ袋の中に入れてください。

「燃やせないごみ」
で出してください。空き缶類（缶入り経管栄

養剤） 残液を捨て、水で洗浄して市指定ごみ袋の中に入れてください。


